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編 集 後 記

　★　近年，日本の医療は深刻な経営危機に直面してお
り，とりわけ大学病院の経営状況は厳しさを増しており
ます．ご存じのように物価や人件費の高騰，医薬品や医
療材料費の上昇がある一方で，診療報酬は大幅には伸び
ていないという構造的問題があります．そもそも大学病
院は高度医療を担う特定機能病院として，重症患者の受
け入れや先進的治療を行い
ますが，それらは高コスト
であり，必ずしも十分な収
益を生むとは限らない……
というよりも全く割に合わ
ない状況です．
　★　もちろん大学病院は
診療だけでなく「教育」と
「研究」という重要な役割も
担っており，医学生や研修
医の教育には多くの人的・
時間的資源が必要であり，
研究活動は必ずしも病院に
利益を生み出すわけではあ
りません．加えて，働き方
改革により医師の時間外労
働が制限されコストダウンになればよいですが，逆に時
間外を適切につけるようになり，（本来はよいことです
が）時間外手当がむしろ増えてしまっています．また何
より人事院勧告により人件費が激増し，病院経営を圧迫
しております．地域医療の最後の砦として，不採算部門
である救急医療や周産期医療，希少疾患医療を担うこと
も大学病院の使命であり，こうした公益的役割は社会に

不可欠ですが，市場原理に基づく経営の観点からは負担
が大きく，結果として赤字経営に陥る大学病院が多いの
が現状です．当院もご多分に漏れずここ数年厳しい状況
となり，経営対策会議が頻回に行われ，以前では考えら
れないほどコスト削減の努力を行っております．
　★　待ちに待った2026年度の診療報酬改定では，医療
機関が直面する経営環境の厳しさに対応するため，診療
報酬本体は約3.09％の引き上げとなり，これは約30年ぶ
りの高水準とされます．この増加分の大部分は，医療現

場の人件費の賃上げ対応や
物価高騰への対応に充てら
れることが基本方針となっ
ております．この 3％を多
いと感じるか少ないと感じ
るかはそれぞれの病院に
よって異なるとは思います
が，大学病院にとっては，
必ずしも十分とは言えませ
ん．第一に，物価や人件費
の高騰の影響は 3％を上回
る水準に達しており，実質
的には「補塡」に近い側面
があります．特に高度医療
で使用する高額医療機器や
医療材料，最新薬剤の価格

上昇は大きく，また都心部病院はクラークさんの人件
費，病院食の原材料，清掃費に至るまでありとあらゆる
コストが激増しており，大きな負担となっております．
大学病院において「トントン」となるラインは 4.5％引き
上げとも試算されておりました．立春が過ぎ，そろそろ
春の訪れの気配を感じる今日この頃ですが，大学病院
「冬の時代」はまだまだ続きそうです……．

 （吉 井 俊 貴）
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